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MRSA の判定基準の変更について 

 

 

1. 現状 

MRSA の判定基準は、S. aureus に対してオキサシリン（MPIPC）が微量液体希釈法若しく

はディスク法で耐性、又は、セフォキシチン(CFX)がディスク拡散法で耐性、又は、選択培地で

MRSA と確認された場合となっている。 

 

2. 課題 

MRSA の判定基準としてCLSI M100-S22（2012）では、CFX 耐性（微量液体希釈法）、mecA

遺伝子又は PBP2’が確認された場合にも MRSA として取り扱うものとしており、JANIS におけ

る判定基準と、臨床現場での判定基準の間に齟齬が生じている。 

 

3. 対処方針（案） 

MRSA の判定基準に CFX 耐性（微量液体希釈法）、mecA 遺伝子又は PBP2’が確認され

た場合にも MRSA として取り扱うこととする。 

 

 

（参考） 

厚生労働省 院内感染対策サーベイランス 薬剤耐性菌 判定基準（Ver.3.1） 
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CLSI M100-S22(2012) における MRSA の判定基準 

 

 
 

CLSI M100-S23 における MRSA の判定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


